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― ごあいさつ ― 

校長 河野 健治 

（かわの けんじ） 

昨年（令和６年）４月に本校に赴任し、校長として２年目を務めさせてい

ただきます河野です。令和２・３年度に、それぞれ指導教諭、本校舎教頭と

してお世話になって以来、金立特別支援学校は４年目になりました。特別

支援学校の経験は、大和特別支援学校、中原特別支援学校に続き、本校

が３校目になります。児童生徒の皆さん一人一人が、自分の持つ夢に向

かってがんばっていけるよう、昨年度に引き続き本校教育のさらなる充実、

発展のために全力で職務にあたる所存です。 

保護者の皆様をはじめ、本校に関係する皆様には、日頃より本校の教

育活動に対して、ご理解、ご協力を賜り、心より感謝申し上げます。 

児童生徒の指導、支援には、家庭、地域、そして学校がお互いに連携、協力して、児童生徒を支えてい

かなければならないと考えています。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

校歌にもありますように、緑深き山々、金立山のたもとにある本校は、昭和42年（1967年）に「佐賀県

立養護学校」として開校し、今年は 58 年目です。２年後の令和９年度（2027 年）には 60 周年の節

目の年を迎えます。本年度は、本校舎と分校舎を合わせ、小学部 31人、中学部 26人、高等部 23人

の計 80人の児童生徒が学んでいます。（令和７年５月１日現在） 

 

本校の学校教育目標は、 

○ 児童生徒一人一人の状況（障害の状態や発達段階、特性）に応じた教育を実践する。 

○ 児童生徒が、「明るく」「正しく」「たくましく」生きていく力を育成する。 

であります。 

今年度の教育目標として、「つながれ未来‐明るく、正しく、たくましく」のもと 

１ 児童生徒の主体性を尊重しながら、個に応じた教育を充実させる。 

２ 自立と社会参加に向けて、児童生徒の夢や希望を大切にする教育を充実させる。 

３ 健康・安全教育を進めるとともに、思いやりや豊かな心を育む教育を充実させる。 

の三点を重点目標に掲げ、この実現に向かって教職員一丸となって取り組んでまいります。 

今年度１年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

背景は生徒作品 



 

副校長 鍋島 正弘 

（なべしま まさひろ） 

教頭 土井 志穂 

（どい しほ） 

教頭 川上 由美子 

（かわかみ ゆみこ） 

この度、令和 7年 4 月 1日付の人事異動で、佐賀県立牛津高等学校から副校長として赴任し

てまいりました鍋島です。管理職として特別支援学校に勤務するのは 2 校目になります。何卒、よろ

しくお願いいたします。 

私は当校に赴任して以来、「Special Needs School」という言葉の重さと深さを感じながら勤

務をしています。 

私たち教職員は、特別な教育ニーズを持つ子どもたちが、それぞれに紡ぐ物語の途中に登場す

る、名もなき存在ではなく、共に物語を紡ぐ、重要な存在になるべきだと考えています。言い換えれ

ば、教職員は、たとえ、物語の１ページにしか登場しなくとも、唯一無二の、必要とされる、名前を持っ

た存在であり続けなければならないと思います。 

 さて、 さて、当校の教育活動の現状については、国及び県の指針に沿って、感染予防対策を徹底しながら、日々、教育活動を推

進しています。その結果、子どもたちへ安心安全な教育環境を提供できています。また、一人ひとりの教育的ニーズに応じ

た、きめの細やかな学習支援と、個々に応じた自立支援活動の推進との併存ができています。 

今後も、皆様にご協力いただきながら、安心安全な教育環境の提供と、学びの保障を両立させてまいります。何卒、ご理

解とご協力のほど、宜しくお願いいいたします。 

 

この度、４月の人事異動により中原特別支援学校より赴任してまいりました、分校舎教頭の土

井志穂です。 

私は学生時代の教育実習を金立養護学校（当時の名称）で受け入れていただきました。その

後、講師として初めて勤務させていただいた学校が本校です。そして新規採用として新たなスター

トを切ったのも本校です。さらに、今回教頭として赴任したのが本校ということで、私の学校に関わ

る「はじめの一歩」が、すべてここ金立特別支援学校であることに、不思議なご縁を感じています。 

新年度から約２か月が過ぎましたが、子ども達や先生方の笑顔と優しさがいっぱいの毎日に元

気をもらっています。 

   微力ではございますが、初心に戻って保護者の皆様や地域、関係者の皆様とともに、本校の校訓でもあります「明るく、

正しく、たくましく」の校訓のもと、子ども達の成長に尽力してまいりたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

 

本校舎教頭となりました川上由美子です。１１年前に本校へ赴任し、当時小学１年生の担任

でしたので、１年生児童の皆さんと一緒に記念樹のモミジを北玄関前に植樹しました。当時は

折れてしまいそうなくらい細かった枝が、今ではしっかりとした幹になり、葉を青々と茂らせ花を

咲かせ、種をつけています。 

本校の児童生徒の皆さんが、モミジのように自分らしい花を咲かせることができるように、保

護者の皆様と一緒に子供たちの成長を支えていきたいと思います。 

本校の児童生徒の皆さんの明るい笑顔、真摯に学んでいる姿、できるようになりたいと頑張

る姿を毎年見せていただいています。児童生徒の皆さんのその成長を少しでもバックアップでき

るように励みます。 

 

 

保護者の皆様、安心してお子様を学校に預けていただくことができますように、務めていきます。お子様の成長のため、

お力添えください。よろしくお願いします。 

 


